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マイエコー，買っちゃいました
面谷 透

船橋整形外科病院スポーツ医学・関節センター

マイエコーを手に入れるにあたって，最も重要なのは「覚悟」である．購入前に必要なの

は，金銭的な覚悟，そして妻(または夫)を説得する覚悟である．購入後に必要なのは，投資

に見合った成長を必ずしてみせるという覚悟である．

マイエコーを手にした私は少しでも経験値を上げようと，常にエコーを持ち歩いた．外来

はもちろん，スポーツ現場でもエコーを使用し，できるだけ多くの症例を知り，それら症例

に対する対応の幅を増やしていくよう努めた(図 1)．

忙しい外来やスポーツ現場では初心者がすべての症例に悠長にエコーを当てている暇はな

いので，はじめのうちはエコーを行う症例を絞った．症例が少ない分，1つの症例から可能

な限り多くのことを吸収したいと思い，1症例ごとにまとめのスライドを作成していた．自

分の撮影したエコー画像や動画に構造物名を書き込んだり，解剖アプリで知識の確認をし

て，修正点を模索していった(図 2)．はじめは月に 60 症例分程度しかエコーを実施するこ

とができなかったが，徐々にエコーに慣れるに従い，症例数を増やしていった．月に 180 例

以上のエコー所見のまとめを作ることもあり，結果的にはじめの 1年間で 1,207 症例分のま

とめを作成した．その甲斐あってか，基本的なエコー描出やインターベンションに困ること

はあまりなくなった．難しい症例にじっくり時間をかけて向き合うことができるようにな

り，さらにエコーの深みにはまった．

現在，外来診療やスポーツ現場では，エコーは私にとって必須の武器である．これからも

覚悟を胸に，エコー診療に取り組んでいきたい．

図 1 常にエコーを持ち歩き，外来やスポーツ現場で
使用している

図 2 症例のまとめスライドの 1例
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